
Sample



Sample



Sample



DECEMBER 2024/JANUARY 2025 THE KEIZAI SEMINAR 5

実は、海外の大学院で経済学を学ぶための選択肢は、
経済学大学院以外にもさまざまに存在する。

特に欧米のビジネススクールでは、経済学、経営学、マーケティングなど
幅広い学問分野を深く学び、研究する環境が提供されている。
そこでの生きた経験を通して、新たな可能性を感じてほしい。
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1 はじめに

── 本日は、経済学、経営学、マーケティング
などの多様な分野で海外大学院進学を経験する
皆さまにお集まりいただき、進学のきっかけや
道のり、学び方、研究の進め方など、幅広く伺
っていきたいと思います。皆さまにはビジネス

スクールへの進学という共通点があるのも、今
回の座談会のポイントです。まずは自己紹介か
ら、よろしくお願いします。
北川 北川です。収録（2024年8月）時点で
は早稲田大学大学院経済学研究科の博士課程
に在籍しており、この秋からコロンビア大学
のPh.D.プログラム（博士課程）に進学しま
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特集 多様な海外大学院の世界を知ろう！

経済学をさらに学ぶ・研究するための進学先の選択肢の1つに「ビジネススクール」がある。そこで
はさまざまな分野のPh.D.プログラムが設置されており、学生一人ひとりの興味関心にフィットした
学びの環境が提供されている。経営学、マーケティング、ファイナンス、会計学など、経済学と深く関
連する分野との行き来も可能だ。
今回は、ビジネス関連の分野で経済学的な手法を取り入れながら研究に取り組みつつ活躍する
方々に、そんな多様な学びと研究の環境が切り拓く可能性を語っていただいた。
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す。主に「人事経済学」と呼ばれる分野の研
究をしており、基本的には企業から提供され
た人事データを活用して、内部労働市場のメ
カニズムを実証的に分析することを中心に研
究に取り組んでいます。
私が進学するプログラムは「Business
Economics Track」という、経済学部とCol-
umbia Business Schoolのジョイント（合同）
プログラムです。基本的には経済学部とまっ
たく同じ学位授与要件ですが、専攻分野を選
ぶときに、その1つがビジネス経済学である
ことや、指導教員のうち少なくとも1人がビ
ジネススクール所属であることが必要となる
などの違いがあります。
林田 林田です。カリフォルニア大学サンデ
ィエゴ校（UCSD）Rady School of Manage-
mentのPh.D.プログラムに所属しています。
専門分野は計量マーケティングで、中でもプ
ライシングやその政策への応用に関心を持っ
ています。マーケティング分野は大きく、心
理学などに基礎を置き、意思決定についてよ
り掘り下げて考える「消費者行動論（Con-
sumer Behavior）」や「行動マーケティン
グ」（以下、CB）などと呼ばれる分野、「戦
略論（Strategy）」、そして数理的・経済学的
な手法を主に用いてマーケティングの課題を
研究する「計量マーケティング（Quantita-
tive Marketing）」に分かれており、私の専
攻は計量マーケティングになります。
修士までは、農業経済学を学んでおり、農
学で修士号を取得してからマーケティングの
世界に進みました。修士論文では食品の購買
データを使って実証産業組織論の手法を用い
た研究を試みたのですが、その際に用いてい
たモデルが、計量マーケティング研究者によ
るものをもとにしていたことが、マーケティ
ング分野を意識するきっかけでした。周辺の

論文を探すとMarketing Scienceというマーケ
ティングのトップジャーナルに行き着くこと
が多く、その頃から自分の関心はマーケティ
ングに近いのかなと感じ始めました。
山口翔太郎（以下、翔太郎） 山口翔太郎と申
します。メリーランド大学のSmith School,
Strategic Management and Entrepreneur-
shipプログラムで2024年5月にPh.D.を取得
し、7月からはウィスコンシン大学マディソ
ン校Wisconsin School of BusinessのManage-
ment & Human Resources Departmentでア
シスタントプロフェッサーとして勤務してい
ます。専門は経営学で、「戦略的人的資本論
（Strategic Human Capital）」という分野の研
究をしています。企業の人的資本と戦略にフ
ォーカスを当てる分野で、北川さんのご専門
である人事経済学や労働経済学から大きな影
響を受けつつ発展してきました。
他にも企業の多角化や、企業内での資源配

分といった全社戦略、そしてイノベーション
マネジメント、アントレプレナーシップとい
ったテーマでも研究をしています。より具体
的には、「日本の明治・大正期の帝国大学を
卒業した理工系人材が、日本の産業化に果た
した役割」をテーマとしたプロジェクトを進
めており1)、理工系の人材が企業間あるいは
企業内でどのように産業を超えて移動し、イ
ノベーションを生み出していくのかを中心に
研究しています。
山口剛正（以下、剛正） 山口剛正と申します。
現在私はペンシルベニア大学Wharton
School, Healthcare Management and Eco-
nomicsのPh.D.プログラムに所属しています。
今は1年目が始まったばかりで、経済学部の
Ph.D.プログラムに在籍する学生と一緒に、
数学の集中講義（Math Camp）を受講して
います。

DECEMBER 2024/JANUARY 2025 THE KEIZAI SEMINAR 7

Sample



進学前は、北川さんと同じく早稲田大学で
学部、修士課程を過ごしました。もともと経
済学への関心が特に強かったというわけでは
なく、当初は国際開発学などに興味があった
ので、スペイン語や中南米の歴史について学
んだり、国際機関でインターンをしたりして
いました。そうした活動を通じて、特定の政
策やプロジェクトの影響の分析に興味を持つ
ようになり、それと同時に計量経済学の授業
を本格的に受け始めたこともあり、政策の効
果検証に興味を持ち大学院へ進みました。学
部時代にメキシコの医療政策を学んだことが
きっかけで、大学院では日本の医療・介護政
策に関する研究をしています。

2 ビジネススクールはどんな場所？

── 続いて、ビジネススクールとはどのような
場所なのかを、まずは北川さんにご紹介いただ
きます。

北川 ビジネススクールについて、まず私の
方から一般的な情報に基づいてご説明します。
ビジネススクールは学部生の方々にはあまり
なじみがなく、何を学ぶところかよくわから
ない方も多いかもしれません。少しご存じの
方なら、MBA（経営学修士）など、社会人
になってから学ぶ場所というイメージをお持
ちでしょう。しかし実は、MBAとは別に
Ph.D.プログラムが設置されている場合も多
く、特に欧米のビジネススクールではその傾
向が顕著です。日本のビジネススクールにも
博士後期課程を設置しているところはありま
すが、欧米では後述するようにさまざまな分
野のプログラムを、その中の各学科で提供し
ている点が大きな特徴です。
たとえば、アメリカのビジネススクールと

いえば、日本ではHarvard Business School
（HBS）や、剛正さんが進学されたWharton
Schoolが非常に有名だと思います。HBSには
現在7つの学科があり、Wharton Schoolは
さらに多く10の学科が9つのPh.D.プログラ
ムを提供しています。学科の名前はスクール
によってまちまちですが、具体的には、経済
学（Economics）、経営学（Management）、
ファイナンス（Finance）、会計学（Account-
ing）、マーケティング（Marketing）、といっ
た分野に加え、少し理工系寄りのテクノロジ
ー／オペレーションズ・マネジメント
（Technology and Operations Management）
などがあります。
ビジネススクールのPh.D.プログラムは、
経済学部のPh.D.プログラムなどと比べても、
入学許可（オファー）を出す学生の数が少な
いという特徴があります。プログラムの中で
さらに細かく学科に分かれており、それぞれ
の学科で数人程度しか入学が認められません。
一方で、少人数であることから、経済学部の
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北川梨津さん（きたがわ・りつ）

コロンビア大学Department of Economics & Columbia
Business School Ph.D.プログラム
2022年、早稲田大学大学院経済学研究科修士課程修了。2024年9
月より同プログラム在学中。専門は人事経済学で、主に企業内人事デ
ータを用いた内部労働市場の実証分析に取り組む。著書に『Rによる実
証分析（第2版）──回帰分析から因果分析へ』（共著、オーム社、
2023年）、論文に“Middle Managers and Employee Health”（共著、
RIETI Discussion Paper Series, 24-E-053）などがある。
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ができるところはかなり少ないのですが、
Wharton Schoolでは医療経済学を中心とし
たプログラムが提供されていることを知り、
出願することに決めました。
結果的にWharton Schoolと複数の経済学
部のPh.D.プログラムから合格をいただいた
のですが、スクールごとのプログラムの内容
を比較し検討した結果、分野横断的な研究が
可能なWharton Schoolに進学することに決
めました。私が所属するWharton Schoolの
プログラムには医療経済学者が10人ほど在籍
していることに加えて、経済学部の授業も履
修できるので、医療経済学を研究するうえで
はこれ以上ない環境だと思います。さらに、
医療経済学の研究所（Leonard Davis Insti-
tute of Health Economics）もあり、公衆衛
生学や医療政策学、医療分野の経営学などを
専門としている先生方が在籍しています。そ
のため、頻繁に他分野の先生方との交流があ
ります。Ph.D.プログラム自体も非常にユニ
ークで、私が入学した年は主に経済学系のバ
ックグラウンドで医療政策に関心のある学生
が採用されたのですが、別の学年には、
「M.D.-Ph.D.」という医師とPh.D.を同時に目
指すコースの学生も在籍しています。こうし
た学生から医療現場の意見や、アメリカのメ
ディカルスクール、医師の実情について詳細
に教えてもらえるのも、政策の背景を知るう
えでは非常に恵まれていると思います。
北川さんのお話にもあった通り、ビジネス
スクールの選考プロセスは非常にユニークだ
と思います。私の場合は、大学側から費用を
負担してもらい、現地で面接が行われました。
面接の前日には、現地のプログラムの学生と
受験者で夕食を共にする機会があり、面接当
日は8人ほどの先生方と8名の学生で面接を
行いました。面接に臨むにあたっては、事前

に先生方の論文をしっかりと読み、それぞれ
の先生がどんな研究しているのかを理解して
おくといった準備が重要です。こうした試験
があるのも、ビジネススクールの1つの特徴
だと思います。このような面接では、当然の
ことながら英語でのコミュニケーション能力
も求められます。私自身は、英語の外部試験
のスコアはあまりよくなかったものの、英語
で話すことにはある程度自信を持っていたの
で、それがよい方向に働いたのではないかと
思います。
── 林田さんや翔太郎さんから、今のお二人の
お話へコメントや補足などお願いします。
林田 北川さんが参考にされたランキングで
トップ10に入る大学は、資金規模も組織も巨
大なので多様な分野の教員が所属されている
と思います。一方で、中堅規模の大学では、
スクールに在籍する教員の研究分野との相性
を把握しておくことは特に重要になると思い
ます。たとえば私の所属先であるUCSDの
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林田光平さん（はやしだ・こうへい）

カリフォルニア大学サンディエゴ校Rady School of Manage-
ment Ph.D.プログラム
2019年、東京大学大学院農学生命科学研究科修士課程修了。2020
年9月より同プログラム在学中。専門は計量マーケティング。生鮮食品
のダイナミック・プライシングの実証研究、アルゴリズムによるプライシン
グが市場に与える影響、アルコール飲料に対する課税政策デザインなど、
主にプライシングに関わるプロジェクトに従事している。
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Rady School of Managementでは、ビジネス
経済学の学科は小規模であるものの、フィー
ルド実験や実験経済学分野で著名かつアクテ
ィブに研究している教員が在籍しているのが
特徴の1つです。一方で、産業組織論を専門
とする教員はいないので、その分野の研究を
するのは難しいかもしれません。このように、
いざ入学したのに「思っていたのと違った」
ということにならないためにも、しっかりと
スクールの特徴を調べておくことが大切だと
思います。
翔太郎 私は2016年に一橋大学大学院商学研
究科で修士号を取得し、そのまま一橋大学の
博士課程に進学したのですが、博士課程3年
目だった2018年にアメリカに留学しました。
北川さんや剛正さんは、出願前から研究した
い分野がある程度明確で、自分の興味関心と

マッチするスクールを探すという形だったか
と思います。一方、私が出願したときは、そ
もそも自分がどういう分野の研究をしたいの
かもよくわかっておらず、アメリカの各ビジ
ネススクールのカラーや特徴もほとんど知ら
ない状態でした。当時はネットで調べても、
MBAの情報ばかりで、ビジネススクールの
Ph.D.プログラムへの留学についての情報は
ほとんどありませんでした。周りを見渡して
みても、私が在籍していた当時の一橋大学に
は、海外のPh.D.プログラムへの留学を考え
ている人は私しかいませんでした。メリーラ
ンド大学への入学が決まったとき、ある先生
から、経営学分野でPh.D.留学を決めた大学
院生は私の当時の指導教員以来で、およそ15
年振りだといわれました。それくらい、経営
学分野でのPh.D.留学を志す方は極端に少な
い状況です。
メリーランド大学での指導教員と出会えた

のも本当に偶然だったと思います。はじめか
ら希望していたわけではなく、出願に際し、
指導を仰ぎたいと思っていた先生にメールを
送ったところ、その先生から紹介される形で、
後の指導教員と知り合うことになりました。
とはいえ、当時の私のようにそもそもどの

ようなビジネススクールが存在し、どのよう
な教員が所属しているかよくわからないとい
う方も多いかと思います。そのような場合の
手掛かりとして、たとえば経営学分野におけ
るビジネススクールランキングがあります。
「TAMUGA Rankings」と呼ばれるもので、
経営学分野での論文出版のパフォーマンスを
ランキング化したものです。また、経営学に
限らないビジネススクール全体の研究業績の
ランキングでいうと「UTD Top 100 Busi-
ness School Rankings」というものもありま
す3)。この2つは非常に有名なランキングな
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山口翔太郎さん（やまぐち・しょうたろう）

ウィスコンシン大学マディソン校Wisconsin School of Busi-
ness（Management & Human Resources）アシスタントプロ
フェッサー
2024年5月、メリーランド大学Smith School, Strategic Management
and EntrepreneurshipプログラムにてPh.D.を取得。2024年7月より現
職。専門は経営学の中でも人的資本にフォーカスした戦略的人的資本
論（Strategic Human Capital）と呼ばれる分野で、日本の明治・大正
期における帝国大学卒業生名簿を用いた企業内の人材配置に関する
研究や、従業員のリテンションを高める競合避止契約に関する研究に
取り組んでいる。主な論文に、“Resource Allocation and Growth
Strategies in a Multi-plant Firm: Kanegafuchi Spinners in the
Early 20th Century”（共著、Strategic Management Journal）などが
ある。
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ススクール内でやることはほぼなく、計量経
済学など必要なものは経済学部の授業を受け
ることになります。基本的に、ビジネススク
ールではディスカッションベースで、授業で
は学生が主体的に議論をリードすることが求
められます。
── ありがとうございます。これからPh.D.プ
ログラムに臨む剛正さん、北川さんから、お二
人に質問などがあればお願いします。
剛正 私も1年目は、論文輪読型の組織行動
論の授業と、コースワーク的なミクロ経済
学・計量経済学を受講することになります。
形式がまったく異なる授業をどうやって両立
していけばよいでしょうか。
翔太郎 剛正さんも同じだと思いますが、ビ
ジネススクールの輪読型の授業では、日本の
大学院で論文を多読するトレーニングを積ん
でいたことが役に立ちました。経営学の分野
では、個々の論文をただ理解するだけでなく、
その論文で議論されていることが、どういっ
た流れの中で、どのような理論的な背景に基
づ い て 発 展 し て き た の か（Literature
Stream）を意識して読むことが求められま
す。この点は、経済学と少し違う部分かもし
れません。大きな流れの中で、古典的論文と
新しい論文のつながりを意識して読んでいく
ことが重要になってきます。
また、人によるとは思いますが、経営学の
議論はたまにふわっとしていると感じられる
ことがあるので、経済学のモデルを使った厳
密な議論に慣れていらっしゃる方が読むとフ
ラストレーションが溜まる場合もあるかもし
れません。実際、私の周りにもそういう人も
いましたが、そうした違いに慣れることも重
要で、ふわっとしているように見えるけれど
も大事な主張をしている論文もたくさんあり
ます。

林田 私の場合、マーケティングの輪講を受
けていたときに、心理学などに基づいている
CBの論文を読んで発表する必要があったの
ですが、自分の専門である計量マーケティン
グとはスタイルが異なり、はじめはついてい
くのに苦労しました。慣れていくと、意外と
経済学的な考え方がディスカッションの役に
立つこともあり、視点の違いを確認する機会
になったりもしました。特にこういう輪講で
は、自分では必ずしも読もうとは思わない論
文も読まざるをえない状況になることがあり
ますが、「もしこの機会がなかったら一生読
まない」のでよい機会だと思って取り組んで
いました。
剛正 私は経営学の論文は本当に読んだ経験
がないので、事前に経済学との違いを知って
おくことができ、気持ちの準備につながりま
した。ありがとうございます。
── 北川さんはいかがでしょうか。
北川 少し補足ですが、ビジネススクールに
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山口剛正さん（やまぐち・たかまさ）

ペンシルベニア大学Wharton School, Healthcare Manage-
ment and Economics Ph.D.プログラム
2024年、早稲田大学大学院経済学研究科修士課程修了。2024年8
月より同プログラム在学中。専門は医療経済学、医療政策。修士課程
では、主に日本の介護・医療政策に関する実証分析に取り組む。Ph.D.
プログラムでは、医療分野での経営学・経済学の実証研究に取り組む
予定である。
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特集 多様な海外大学院の世界を知ろう！

1 はじめに

「ビジネススクール」と聞くと、社会人が
キャリアアップを目指しMBA（経営学修士）
をとるために通うところで、研究というより
は実務教育を重視する大学院をイメージする
人が多いだろう。しかし、実際のところ欧米、
とりわけアメリカの主要なビジネススクール
のほとんどは、経営学やマーケティング、フ
ァイナンスといった各分野のPh.D.プログラ
ムを擁しており、所属する教員の研究水準も
高い。また、アメリカのビジネススクール
Ph.D.プログラムでは、他学部と比較しても
学生に対する給料やティーチング・アシスタ
ント（TA）の負担の少なさといった面で待
遇がよく、教員からの手厚い研究指導を得や

すいなど、研究に専念できる環境が整ってい
ることが多い。
このように、アメリカのビジネススクール

のPh.D.プログラムへの進学には多くの魅力
があるものの、そのような選択肢の存在自体

22 THE KEIZAI SEMINAR DECEMBER 2024/JANUARY 2025

著者紹介
（きたがわ・りつ）2022年、早稲田大学大学院経済学研究科修士
課程修了。2024年9月より同プログラム在学中（より詳細な情報
は本誌座談会、p.8参照）。
（はやしだ・こうへい）2019年、東京大学大学院農学生命科学研
究科修士課程修了。2020年9月より同プログラム在学中（より詳
細な情報は本誌座談会、p.11参照）。
（やまぐち・しょうたろう）2024年5月、メリーランド大学Smith
School, Strategic Management and Entrepreneurshipプ
ログラムにてPh.D.を取得。2024年7月より現職（より詳細な情
報は本誌座談会、p.12参照）。
（やまぐち・たかまさ）2024年3月、早稲田大学大学院経済学研
究科修士課程修了。2024年8月より同プログラム在学中（より詳
細な情報は本誌座談会、p.15参照）。

北川 梨津 KLWDJDZD RLWVX 林田 光平 HD\DVKLGD KRKHL

コロンビア大学Department of Economics &
Columbia Business School Ph.D.プログラム

カリフォルニア大学サンディエゴ校
Rady School of Management Ph.D.プログラム

山口翔太郎 <DPDJXFKL SKRWDUR 山口 剛正 <DPDJXFKL TDNDPDVD

ウィスコンシン大学マディソン校
Wisconsin School of Business
アシスタントプロフェッサー

ペンシルベニア大学Wharton School,
Healthcare Management and Economics Ph.D.プログラム

ビジネススクールに対してどのようなイメージをお持ちだろうか。
アメリカを中心とした欧米のビジネススクールでは、
幅広い学問分野を学び、研究するための環境が提供されている。
本稿を通じて、今後の学びの選択肢を増やしてほしい。

アメリカのビジネススクール
Ph.D.プログラムってどんな場所？
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特集 多様な海外大学院の世界を知ろう！

1 はじめに

アメリカのビジネススクールにおける経営
学のPh.D.プログラムとはどのようなものな
のだろうか。経済学部のPh.D.プログラム、
あるいは日本の経営学・商学大学院の博士課
程とどのような違いがあるのだろうか。
経営学はしばしば“領域学”ともいわれる

ように、対象とする経営現象によってその領
域が定義されることが多い。その思考の枠組
みや方法論としては、主に経済学・社会学・
心理学の3つの分野に源流を持つといわれる。
特に、現代的な経営戦略論（Strategic Man-
agement、あるいは単にStrategy）は経済学
から派生して生まれた分野であるといっても
過言ではない。MBAで必ず教えられるマイ
ケル・ポーターのファイブ・フォースに代表
されるSCP理論の源流は、産業組織論にあ
る1)。また、企業の保有するリソースの異質

性に着目する資源ベース論（Resource-
Based View：RBV）というStrategyの中心
的な理論も、不完全競争下における企業の超
過利潤の源泉として、企業固有のリソース
（資源）に説明を求めるという点で、議論の
出発点はやはり経済学である。他にも、エー
ジェンシー理論や取引費用理論、リアル・オ
プション理論など、経済学に起源を持つ
Strategyの理論は数多い。
それでは、このように近接学問との高い関

連性を持つ経営学におけるPh.D.プログラム
はどのようなものなのだろうか。本稿では、
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著者紹介
2024年5月、メリーランド大学Smith School, Strategic Man-
agement and EntrepreneurshipプログラムにてPh.D.を取得。
2024 年 7月より現職。主著：“Resource Allocation and
Growth Strategies in a Multi-plant Firm: Kanegafuchi
Spinners in the Early 20th Century,”（共著）Strategic
Management Journal, 2023（より詳細な情報は本誌座談会、
p.12参照）.

経営学Ph.D.プログラムで
どのように学び、研究するか？
経営戦略論の視点から

山口 翔太郎 <DPDJXFKL SKRWDUR

ウィスコンシン大学マディソン校Wisconsin School of Business
アシスタントプロフェッサー

経営学分野での学び、研究、その後のキャリアはどんなものだろうか？
経済学との接点にも触れつつ、特に「経営戦略論」にフォーカスして、
著者自身のビジネススクールでの経験をもとに、
経営学Ph.D.という選択肢の可能性を伝える。
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特集 多様な海外大学院の世界を知ろう！

1 はじめに

「マーケティング」という言葉は、社会に
広く浸透している。試しにAmazon.co.jpで
「マーケティング」と検索すると、約3万冊
もの書籍がヒットする。ちなみに「インター
ネット」で1万冊、「銀行」で2万冊、「料
理」で6万冊がヒットする（2024年10月時
点）。これを見ると、少なくとも日本の書籍
市場において、「マーケティング」が非常に
大きな分野であることがわかる。
書籍のタイトルを見てみると、実際のマー

ケティングの成功事例の紹介や実践的な方法
論の解説、あるいはマーケティングに関する
体系的で定番になっている教科書など、ビジ
ネスパーソン向けに、わかりやすくマーケテ
ィングの理論をかみ砕いた、どちらかという
と定性的なアプローチに基づくものが多い。
一方で、Marketing Scienceというジャーナル

（学術誌）に掲載される計量マーケティング
の研究では、よりデータ重視で定量的なアプ
ローチがとられる。具体的には、マーケティ
ングに関するさまざまな課題に関して、実デ
ータを用いた因果推論や実験はもちろん、と
きには経済学的なモデルを立てて、分析する
こともある。また、計量マーケティングでは、
意思決定に有用なマーケティング分析の方法
の開発といった企業目線の研究だけでなく、
そこから派生して、関連する政策目線での実
証研究なども試みられる。これらの研究の発
展をけん引しているのは主に欧米のビジネス
スクールに所属する研究者たちであり、少な
くともアメリカではマーケティングの書籍に
計量マーケティングをはじめとする定量的な
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著者紹介
2019年、東京大学大学院農学生命科学研究科修士課程修了。
2020年9月より同プログラム在学中（より詳細な情報は本誌座談
会、p.11参照）。

マーケティングPh.D.プログラムで
どのように学び、研究するか？
計量マーケティングの視点から

林田光平 HD\DVKLGD KRKHL

カリフォルニア大学サンディエゴ校Rady School of Management
Ph.D.プログラム

データを重視し、定量的な分析からマーケティング課題に挑む
「計量マーケティング」とは、どんな学問なのだろうか？
実務との接点、そして経済学との接点はどうなっているのだろうか？
Ph.D.プログラムで学ぶマーケティングの姿を通じ、その世界を覗いてみよう。
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これまでのあゆみ

まずは自己紹介をお願いします。
五十嵐多紀子と申します。政策研究大学院大学

（GRIPS）博士課程のGlobal Governance Program
（G-cube）に在籍しており、日本学術振興会の特
別研究員です。修士課程修了後、外務省、世界銀
行（世銀）、国立教育政策研究所などで17年実務
経験を積み、現在に至ります。現在は博士課程で
の研究活動の傍ら、アジア開発銀行研究所
（ADBI）のリサーチ部門の非常勤のリサーチコ
ンサルタントとしても研究活動を行っています。

留学体験に刺激を受けた
学部時代

学部時代はどのように過ごされていましたか。
大学では法律学を専攻しました。自分の興味関

心が漠然としていた中で、3年次に1年間アメリ
カのミズーリ州に派遣留学に行ったことが1つの
転機となりました。留学で経験したことが強く印
象に残り、「もっと深く学びたい」と考えるよう
になり修士課程への進学を決めました。

派遣留学ではどのようなご経験をされたので
しょうか。
留学で特に印象的だった経験は次の3つです。
1つ目はアメリカ流の政治学のアプローチが私に
とってかなり興味深かったことです。計量的な手
法を駆使して分析をする点は、法学部でいわゆる
「文系」だった私にとっては非常に新鮮でおもし
ろく感じました。
2つ目は、ディスカッション中心の授業を通じ
て、主体的に学ぶ姿勢が身についたことです。ア
メリカでの授業は、先生は教科書も開かず、黒板
にも何も書かずに、1コマ丸ごとクラスでディス
カッションをするという形式でした。英語の能力
がそれほど十分でなかった私は危機感を感じ、授
業に向けて必死に勉強するようになりました。頑
張れば頑張るほど先生が色々な質問に応じてくれ
るので、勉強がますますおもしろくなっていきま
した。
3つ目は、さまざまなバックグラウンドを持っ
た人々の中で勉強するのが楽しかったことです。
途上国出身の留学生の友達も多く、国際政治の授
業で学んだ世界の貧困問題などがより身近に感じ
るようになりました。そして、国際的な環境で活
躍したいという気持ちが高まっていきました。
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3

国際開発の現場と研究をつなぐ挑戦

五十嵐多紀子さん
Igarashi Takiko

政策研究大学院大学博士課程
Global Governance Program（G-cube）
アジア開発銀行研究所リサーチコンサルタント
2005年、政策研究大学院大学修士課程修了。世界銀行な
どでの国際開発の実務経験を経て、2020年より現職。世界
銀行では教育専門官として、途上国における融資案件や調
査研究に従事。2022年より政策研究大学院大学博士課程
に入学し、フィリピンにおける教育政策の因果効果分析や、
インドネシア公立中学校におけるアダプティブラーニング・テク
ノロジーを導入した数学教育のランダム化比較実験などの研
究活動を行っている。
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連載の前半では、過去に行われた政策や処置の
効果を推定する因果推論、そして未来の世界が過
去の世界とだいたい同じだと仮定して未来を予測
する教師あり学習の2つを解説した。因果推論と
教師あり学習の両者に共通するのは、過去に生成
されたデータを与えられたものとして分析し、過
去の検証や未来の予測を行うことだった。
しかし、データ分析はそれ自体が目的ではない。
真の目的は、データ分析の結果を用いて次に何を
するかを決めることだ。どのような政策を導入し、
どのような処置を行うかを決めることである。過
去の反省から未来を創造するための方法として、
連載の中盤ではバンディットと強化学習を扱った。
能動的に世界に働きかけ、データを生成しながら
最適な処置・行動を探索・活用し、時間を通じて
累積結果を最大化することを目指すものであった。
ただ、現実の社会経済問題への応用では、能動的

に新たにデータを生成するのは難しい場合が多い。
たまたまそこにあったデータを使うしかないこと
が多い。因果推論や教師あり学習と同じように。
それでは、過去の実験・観察データのみを用い
て、まだ見ぬ処置対象者の結果を最大化するには
どうすればいいだろうか？ どのような手続きに
従いデータから処置の選択を行うべきだろうか？
これらの問いへの答えをみつけるのが処置選択
（treatment choice）の目的である。
今回と次回は、まず処置選択の理論を解説した
のち、現実問題への応用例を紹介する。計量経済
学における処置選択の解説としては、Manski
（2008）の 第 11、12 章、Hirano and Porter
（2020）の第4節がある。また、処置選択と同様
の問題は、計量経済学の隣接分野でも広く研究さ
れている。統計学では個別処置規則（individ-
ualized treatment rules）、機械学習ではオフライ
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昼は半熟仮想(株)代表、夜はイェール大学助教授。
専門は意思決定アルゴリズムをデータ駆動にデザインする手
法の開発と、機械学習ビジネスから教育・医療政策まで幅広
い社会課題への応用。多分野の学術誌・学会に研究を発表、
多くの企業や自治体と共同事業を行う。内閣総理大臣賞、
MITテクノロジーレビューInnovators under 35、ダボス会議
（世界経済フォーラム）Young Global Leadersなど受賞。報
道・討論・お笑い・アート・ファッションなど多様な動画や
雑誌の企画や出演にも関わる。著書『22世紀の民主主義』、番
組「夜明け前のPLAYERS」「愛すべき非生産性の世界」。

第20回

過去を反省し、未来を創造する（補論）
処置選択

ウィスコンシン大学マディソン校経済学部助教授。
2022年、イェール大学経済学部博士課程修了。
2022年8月より現職。専門は計量経済学、特にデ
ータ駆動型意思決定手法の理論と応用。主著：
“Optimal Decision Rules under Partial Identifica-
tion,”Working Paper, 2021,“Algorithm is Ex-
periment: Machine Learning, Market Design, and
Policy Eligibility Rules,”（成田悠輔と共著）
Working Paper, 2021.
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取引を管理する
プラットフォーム

連載第3回（2024年10・11月号）は、プラット
フォームが人をバランスよく集めるために用いる
べき二面プライシングの理論を紹介した。そこで
は、プラットフォームが各グループに対して提示
した参

・
加
・
料
・
金
・
をふまえて、ユーザーがプラットフ

ォームに参加するか否か決めるという状況をモデ
ル化した。その際、プラットフォームに参加した
ユーザーがその後どのように取引（あるいは交
流）を行うかには触れず、単にグループ間ネット
ワーク効果という形で取引の便益を表現した。
今回は、プラットフォーム上で行われる「取

引」に関して、新たな観点を取り入れる。プラッ
トフォームは参加料金から（だけ）ではなく、
個々の取引から（も）収益化を図っており、その
収益化の方法によって取引の生まれ方も変わると
いうものだ。たとえば任天堂などの家庭用テレビ
（TV）ゲーム機のメーカーは、ソフト開発者か
らソフトの販売額に応じたロイヤルティを徴収し
ているし、Booking.comなどのホテル予約サイト
も、サイト経由の取引が成立するたびにホテルか
ら手数料を徴収している。VisaやPayPayのよう
な決済プラットフォームも、加盟店と顧客の間の
決済を仲介した際に、加盟店から決済手数料を徴
収している1)。こうした手数料は、取引される製
品・サービスの価格に転嫁され、そのような価格
変化を通じて取引の生まれ方にも影響を及ぼす。
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集まった人を管理する⑴：
取引からの収益化

�

第4回

一橋大学経済研究所講師
2020年3月、東京大学大学院経済学研究科博士課程修了、博士（経済学）。2020年4月より現職。主著：
“Freemium as Optimal Menu Pricing,”（International Journal of Industrial Organization, 63: 480-510, 2019）,
“Platform Oligopoly with Endogenous Homing: Implications for Mergers and Free Entry,”（共著、Journal of
Industrial Economics, 71 (4): 1203-1232, 2023）,“Asymmetric Platform Oligopoly,”（共 著、CRC TR 224
Discussion Paper Series, 428, 2023）.

神戸大学大学院経営学研究科教授
2015年3月、神戸大学大学院経営学研究科博士課程後期課程修了、博士（商学）。大阪経済大学経済学部専任講師、
神戸大学大学院経営学研究科准教授を経て、2022年10月より現職。主著：“Platform Encroachment and Own-
Content Bias,”（Journal of Industrial Economics, 70 (3): 684-710, 2022）,“Platform Most-Favored-Customer
Clauses and Investment Incentives,”（共著、International Journal of Industrial Organization, 70: 102617, 2020）,
“Platform Market Competition with Endogenous Side Decisions,”（共著、Journal of Economics & Management
Strategy, 28(1): 73-88, 2019）.
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編集後記

●Highlight 今号は経済学・経営
学・商学などを学ぶ方々へ向けて、
ビジネススクールを中心に海外大学
院留学の幅広い選択肢を知っていた
だくことをテーマとした特集を組み
ました。成田先生・矢田先生の連載
は今回を含め残り2回と、いよいよ
ラストスパートです。今回は計量経
済学における最新分野の1つである
「処置選択」を取り上げ、過去のデ
ータから未来の政策効果を最大化す
る方法を探ります！
●「経済学キャリア・インタビュ
ー」第3回は、世界銀行等で実務経
験を積み、現在は博士課程でご研究
もされている五十嵐多紀子さんにお
話を伺いました。世界銀行では、受
け身ではなく自ら提案してキャリア
を切り拓く必要があることを知り、
大変勉強になりました。（ス）
●10月19～20日と福岡大学で開催さ
れた日本経済学会秋季大会にお邪魔
しました。前に福岡の街に行ったの
がコロナ前のいつなのかわからなく
なるほどご無沙汰でしたが、賑わう
会場でたくさんの方々にお声掛けで
き、新しい企画も生まれそうで、収
穫の多い2日間でした。（尾）

ウェブ付録公開中！

本誌の特集や連載に関連するさま
ざまなコンテンツを、「経済セミナ
ー編集部ブログ」（https://www.

�ipp�o.co.jp/�lo�k�is�mi/）や
「経セミnote」（https://�ot�.com/

k�is�mi）で公開中です。詳細は、
ぜひ各サイトをご覧ください。

「経セミe-Book」発売中！

過去の経セミ特集記事を収録した
電子書籍『経セミe-Book』を発売
中です。2018年4・5月号以降の特
集に加え、バックナンバーからの復
刻も随時行っています。
現在no.49まで発売中。no.39まで
は固定レイアウトのプリントレプリ
カ形式、no.40以降は変動レイアウ
トのリフロー形式で提供。ラインナ
ップ等の詳細は、経セミe-Bookの
特設サイト（https://sit�s.�oo�

l�.com/vi�w/k�is�miŞ��ook/）をご
覧ください（「経セミ ebook」で
検索！）。

ご意見・ご感想募集！

弊誌をお読みいただいたご意見や
ご感想、特集・連載のご要望などお
待ちしております。ぜひお気軽に、
以下の宛先まで皆様の声をお寄せく
ださい！
経済セミナー「読者の声」係
メール：k�i�ais�mi�arɒ�ipp�o.co.jp
X（旧Twitter）：ɒk�is�mi

Instagram：ɒk�is�miɨɰɬɮ

経済セミナー 2025年2・3月号・予告
特集 経済学で考える女性活躍（仮）
近年、日本が抱える男女間格差の問題は、世界から
も指摘を受け、解決すべき社会問題としてますます
注目されている。データに基づき、家族や労働の問
題を分析してきたフロントランナーたちが、生物学
的な性差と生産性の関係、女性のキャリアと家族形
成、女性活躍に向けた企業の人事施策などに着目し
つつ、より良い社会・企業を創っていくために何が
必要かを考える。

〇黒田祥子（早稲田大学教授)×近藤絢子（東京大
学教授)×山口慎太郎（東京大学教授）、モデレー
タ・植田健一（東京大学教授）
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